褥瘡対策委員会　議事録
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議事録

1、 患者様ケア検討

竹内　セツ様～御家族様より、腰部の褥瘡なかなか治らない事から他の皮膚科へ受診　　　　　　したいと希望ありました。再度、御家族様へ詳しい事を確認し、今後の方向性を確認した上で、主治医へ報告し、必要であれば主治医と面談設定していって下さい。

　　　　　　　　また、現在、創部の状態改善されず、時折、出血見られ浸出液中等量続いて

いる。6/14褥瘡セットで採血施行し、結果、ＴＰ6.0g/dl、ＡＬＢ3.6g/dl

ＲＢＣ347/μl、Ｈｂ10.1g/dl、Ｈｔ30.7％と全体的に数値が低く、低蛋白血症・貧血症と診断されています。数値が急激に低いというわけではないので、御家族へ状態を報告し、間食にカロリーメイトやプリンなど栄養のあるのも、カロリーが高い物を持ってきていただくよう伝えています。経過観察中。

橋本　　万様～7/5臀部へ褥瘡発生。尿汚染、体位変換、トランスファーを繰り返し、創部処置するが清潔を保てずラップも空気が入りずれてしまう状態です。ドレッシング材使用希望あり。そのことについて話し合った結果、以下のようになりました。

1 1日1回創部を石鹸を使用し洗浄すること。

2 オムツ交換時毎に体位変換

3 夜間オムツ交換毎に創部を軽く洗い流し、ガーゼで拭き取る。

4 褥瘡セット施行し、栄養状態観察

このようなことを実行し、改善されない場合はドレッシング材購入を検討していきましょう。又、カンファレンスで勉強会を開き病棟間でケアが統一するように指導していきましょう。以上のケアを行っても

また、委員長より、ドレッシング材についての知識向上のために、勉強会開催する予定です。

２．入所者様ケア検討

森　伊勢松様～先月の委員会で血検の必要があるとの事で、検査施行しており、日常生活自立度、

　　　　　　　身長、体重、ＢＭＩ、デザインツールの情報を栄養スタッフへ情報提供し、今後の栄養面のケア検討をしていく予定です。創状態の悪化はないものの改善はみられず。まずは、すきな物を食べていただき体重を増やすことが先決とのことで、カロリーメイトジュースは継続していきます。

　　採血の結果　ＴＰ　6.8　ＡＬＢ　3.7↓　Ｆｅ　53↓　Ｈｂ　10.6↓　ＦＰＧ　93

河村　ハツ様～現在、発熱継続し、サワシリン内服中です。発熱のほうは徐々に改善されていますが、血検の結果ＴＰ6.0　Ｈｂ9.8↓にて鉄剤服用しています。この方も栄養面でのケア検討を栄養スタッフへ依頼しています。

３．勉強会実施

　　　やってはいけない褥瘡ケアパート８の中のパート１と２　（別紙資料にて）

４．連絡事項

　・栄養スタッフへ、栄養面でのアプローチ必要な際はお願いしますと依頼しています。

　　病院は工藤さん　　南山苑は久保さんです。

　・次回も勉強会を実施しますので、本日渡した資料は忘れず持参してきて下さい。

５.次回の委員会開催日　　　　8月1日（水）会議室

　　　　　　　　　　　　　　　15：30～16：30

　　※事前の連絡はしませんので、欠席する場合は、理由をつけて委員長までにメールお願いします。










